














はじめに 

伝染性紅斑は、最近は、数年おきに大きな流行を起こしている。従来は、伝染性紅斑は軽

症の疾患とみなされ、合併症も知られていなかった。近年、その病原ヒトパルボウイルス

B19 であることが明らかとなり、妊婦が感染すると流産する危険もあることが知られるよ

うになって、一般の関心も高まっている。 

本報告は、伝染性紅斑、特に妊婦の感染について、保健指導の資料とするため、最近の研

究の現状をまとめたものである。 


